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定
例
会
報
告
①

国民健康保険特別会計予算　※前年比4.15％減
20億8,376万1千円

介護保険特別会計（保険事業勘定）予算　※前年比4.98％増
17億1,649万5千円

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）予算　※前年比1,024万8千円減
666万9千円

後期高齢者医療特別会計予算　※前年比4.7％増
5億1,276万4千円

土地取得特別会計予算
34万円

水道事業会計予算（収益的収入および支出の予算額）
収入3億1,688万8千円　支出3億1,197万1千円

文教厚生常任委員会での審査

総務産業常任委員会での審査
　令和7年度の一般会計予算は149億3,516万4千円
で、前年度比9.5%増。歳入では町税等が67億6千万
円、国・県支出金等は81億7千万円。歳出は、義務的経
費48億9千万円、投資的経費21億4千万円を計上し、暮
らし環境、健康・福祉、教育・文化、産業・経済関連事
業に重点を置いている。具体的な取り組みには、公園整
備、防犯灯設置などの環境整備。福祉サービスの自己負

担額に助成するなど子育て支援の充実。企業誘致や後継
者向け営農支援にも取り組む。水道事業会計予算では、
給水戸数5,879戸、収益的収入3億1,688万8千円、支
出3億1,197万1千円を計上し、給水収益減少や施設老
朽化への対応が議論され、経営統合による健全経営を進
めるとして全会一致で可決した。

　令和7年度の新富町国民健康保険特別会計予算は、歳
入歳出ともに4.15%減の20億8,376万1千円が計上さ
れ、保険給付費と国民健康保険事業費納付金が主な歳出
項目です。国民健康保険税は0.75%増であるが、確定
申告及び決算の状況を踏まえ調整。介護保険特別会計
（保険事業勘定）予算は4.98%増の17億1,649万5千
円で、歳出の86.98%が保険給付費。後期高齢者医療特

別会計は4.7%増の5億1,276万4千円を計上。広域連合
納付金が主な歳出で、高齢者の保険事業と介護予防を一
体的に実施する委託費も計上。文化施設維持管理基金条
例は文化会館整備のための基金創設を目的とし、国民健
康保険税条例改正では課税限度額の引き上げと低所得者
への軽減措置が含まれている。全議案は委員会で適切と
判断され、全会一致で可決した。

３月定例会報告①
令和７年度一般会計予算を可決

歳入 歳出

①町民税①町民税
　11％　11％

②寄付金②寄付金
　12％　12％

③繰入金③繰入金
　24％　24％

①総務費①総務費
　39％　39％

②民生費②民生費
　27％　27％

③衛生費③衛生費
　5％　5％

④�農林水産④�農林水産
業費業費
　3％　3％

⑤商工費⑤商工費
　1％　1％

⑥土木費⑥土木費
　9％　9％

⑦消防費⑦消防費
　2％　2％

⑧教育費⑧教育費
　9％　9％

⑨公債費⑨公債費
　4％　4％

⑩その他⑩その他
　1％　1％

⑧県支出金⑧県支出金
　6％　6％

⑩地方譲与税⑩地方譲与税
　1％　1％

⑪その他⑪その他
　3％　3％

⑨町債⑨町債
　3％　3％

④地方交付税④地方交付税
　17％　17％

⑤国庫支出金⑤国庫支出金
　19％　19％

⑥�地方消費税⑥�地方消費税
交付金交付金
　3％　3％

⑦国有提供施設等所⑦国有提供施設等所
在市町村助成交付金在市町村助成交付金
　1％　1％

149億3,516万円 ※対前年比9.5％増
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令和 7 年新富町議会

定
例
会
報
告
①

交通系ICカードエリア拡大
事業（新規）

日向新富駅バリアフリー化事業
（新規）

3,353万4千円 5,206万8千円
日向新富駅ＩＣカード改札機設置 バリアフリー工事費用負担金

富田浜緊急避難施設
整備事業（新規）

富田浜公園整備事業
（新規）

8,696万9千円 9,500万円
避難場所の整備 グラウンド等整備

就学前教育・保育施設整備事業
（新規）

文化会館改修事業
（新規）

2億8,191万4千円 2億2,052万9千円
認定こども園施設整備費用補助金 特定天井等の改修

●　令和7年度主な取り組み事業紹介　●
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ス
マ
ホ
で
視
聴

　で
き
ま
す
▼

 

問  

夏
休
み
な
ど
の
学
校
休
日
期
間

中
に
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報

が
発
令
さ
れ
た
と
き
の
子
ど
も
た
ち

へ
の
対
応
は
。

 

教
育
長  

各
家
庭
に
対
し
て
、
子
ど

も
と
保
護
者
の
連
絡
体
制
や
緊
急
時

の
信
頼
で
き
る
連
絡
先
、
助
け
を
求

め
る
人
、
集
合
場
所
な
ど
を
話
し
合

っ
て
決
め
て
お
く
よ
う
に
、
繰
り
返

し
お
願
い
し
て
い
る
。
ま
た
地
域
や

関
係
者
と
の
繋
が
り
を
持
つ
よ
う
に

指
導
し
て
い
る
。

 

問  

地
域
と
の
係
わ
り
が
無
い
家
庭

も
増
え
て
い
る
が
ど
の
様
に
連
携
す

る
の
か
。

 

教
育
長  

民
生
委
員
や
福
祉
課
等
が

常
に
声
掛
け
や
状
況
把
握
を
行
な
う

と
と
も
に
、
児
童
生
徒
育
成
連
絡
協

議
会
に
は
各
地
区
の
関
係
者
が
入
っ

て
い
る
の
で
、
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
連
携
し
て
い
る
。

 

問  

自
主
防
災
組
織
の
現
状
と
今
後

の
取
り
組
み
は
。

 

町
長  

現
在
62
地
区
中
42
地
区
が
結

成
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
未
結
成
地

区
に
は
区
長
会
を
通
じ
て
呼
掛
け
、

地
区
の
リ
ー
ダ
ー
等
へ
の
聞
き
取
り

を
行
な
い
、
課
題
解
決
に
取
り
組
み

な
が
ら
結
成
を
促
し
て
い
く
。

 

問  

新
田
支
所
、
上
新
田
地
区
町
民

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
の
利
用
状
況
は
。

 

町
長  

月
平
均
の
利
用
者
は
共
に

２
５
０
名
程
度
。
利
用
頻
度
の
多
い

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
各
種
証
明
書
の

交
付
、
募
金
収
納
が
あ
る
。
他
に
も

各
種
申
請
受
付
や
相
談
業
務
も
お
こ

な
っ
て
い
る
が
、
内
容
に
よ
っ
て
は

本
庁
舎
に
案
内
す
る
こ
と
も
あ
る
。

 

問  

リ
モ
ー
ト
窓
口
を
導
入
す
る
考

え
は
な
い
か
。

 

町
長  

有
効
な
手
段
で
あ
る
が
、
職

員
と
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
が
薄
れ

る
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
デ

ジ
タ
ル
化
の
意
識
の
醸
成
度
合
い
を

見
な
が
ら
再
検
討
し
て
い
く
。

 

問  

今
後
の
部
活
動
運
営
の
課
題
と

対
応
策
は
。

 

教
育
長  

部
員
の
減
少
、
指
導
教
員

の
不
足
な
ど
部
活
動
に
よ
っ
て
は
存

続
が
危
ぶ
ま
れ
る
。
現
時
点
で
は
、

生
徒
の
意
見
を
尊
重
し
、
合
同
チ
ー

ム
編
成
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
る
。

 

問  

地
域
移
行
に
向
け
た
協
議
の
中

で
、
指
導
者
や
生
徒
の
意
見
は
考
慮

さ
れ
て
い
る
か
。

 

教
育
長  

十
分
で
は
な
い
か
も
知
れ

な
い
が
、
指
導
者
の
声
を
聞
き
生
徒

の
意
向
も
考
慮
し
て
い
る
。

 

問  

生
徒
た
ち
の
希
望
を
最
優
先
に

考
え
た
部
活
動
運
営
を
進
め
ら
れ
な

い
か
。

 

町
長  

生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
意
向
に
沿

っ
た
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、
町
外

を
含
め
た
広
域
で
の
連
携
も
検
討
し

て
い
く
。

羽
は

田
た

野
の

　 治
おさむ

議員

学
校
休
日
時
の
児
童
に

対
す
る
防
災
体
制
は

家
庭
で
の
準
備
と
地
域
や
関

係
機
関
と
の
連
携
を
進
め
る

教育長
町
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

中
学
校
部
活
動
の
今
後
の
方

針
に
つ
い
て

一
般
質
問

いざというとき
頼れるのは地域の力

子どもたちの｢やりたい｣を続けら
れる環境を

担当職員が遠隔で対応
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ス
マ
ホ
で
視
聴

　で
き
ま
す
▼

今
いま

村
むら

 行
ゆき

信
のぶ

議員

Ｆ
35
Ｂ
関
連
の

住
民
説
明
会
が
必
要
で
は

国
へ
住
民
説
明
会
を

要
請
し
て
い
る

町 長

 

問  

新
田
原
基
地
に
お
け
る
Ｆ
35
Ｂ

の
垂
直
着
陸
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
、

国
か
ら
の
早
急
な
住
民
説
明
会
が
必

要
で
な
い
か
。

 

町
長  

４
月
の
区
長
会
を
皮
切
り
に

町
民
へ
の
十
分
な
住
民
説
明
会
を
順

次
開
催
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。

 

問  

国
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
新
田
原

基
地
に
お
け
る
Ｆ
35
Ｂ
垂
直
着
陸
等

の
実
施
に
関
わ
る
説
明
を
受
け
て
町

長
の
考
え
は
。

 

町
長  

こ
れ
ま
で
の
説
明
か
ら
す
る

と
大
き
な
変
更
で
あ
り
、
地
元
住
民

の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
に
係
わ
る
最

重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
確
固
た
る

信
念
を
持
っ
て
強
く
交
渉
し
、
町
民

の
皆
様
の
安
全
安
心
の
確
保
に
全
力

で
努
め
る
。

 

問  

現
在
、
団
員
定
数
を
割
っ
て
い

る
状
況
に
あ
る
消
防
団
で
あ
る
が
、

将
来
堅
固
な
消
防
団
の
活
動
を
維
持

す
る
た
め
の
団
員
確
保
に
向
け
た
町

の
役
割
は
。

 

町
長  

発
災
時
に
重
要
な
役
割
を
担

う
消
防
団
員
確
保
は
大
き
な
課
題
と

捉
え
、
団
員
の
処
遇
改
善
を
図
り
負

担
軽
減
に
努
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用

し
た
団
員
募
集
な
ど
広
報
・
啓
発
を

図
り
、
団
員
確
保
に
努
め
る
。

 

問  

環
境
保
全
に
理
解
の
あ
る
高
齢

者
世
帯
に
つ
い
て
は
、
浄
化
槽
維
持

管
理
費
の
補
助
金
等
の
支
援
が
出
来

な
い
か
伺
う
。

 

町
長  

浄
化
槽
が
個
人
の
財
産
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
大
変
難
し
い
と
こ
ろ

も
あ
る
。
様
々
な
点
か
ら
し
っ
か
り

と
検
討
し
て
い
く
。

 

問  
議
員
と
語
ろ
う
会
等
で
、
多
く

の
住
民
か
ら
上
新
田
・
新
田
地
区
は

店
舗
等
も
少
な
く
、
す
た
れ
て
い
て

寂
し
い
と
の
声
を
聴
く
。
上
新
田
・

新
田
地
区
の
今
後
の
整
備
計
画
は
。

 

町
長  

新
田
西
地
区
の
ほ
場
整
備
も

令
和
８
年
度
以
降
の
工
事
着
手
に
向

け
整
備
を
進
め
て
い
る
。
町
道
佐
土

原
・
木
城
線
の
麓
工
区
と
二
級
河
川

猿
ヶ
瀬
川
改
修
工
事
を
進
め
、
い
ず

れ
の
工
事
も
令
和
10
年
度
ま
で
に
完

了
す
る
予
定
で
あ
り
、
こ
の
進
捗
に

合
わ
せ
て
新
田
学
園
前
広
場
の
整
備

を
令
和
12
年
度
ま
で
に
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。
上
新
田
地
区
に
つ
い
て

は
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

設
置
工
事
を
早
期
完
成
に
向
け
て
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
周
辺
に
は
企

業
誘
致
も
進
め
な
が
ら
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。
な
お
、
旧
上
新
田
小
学

校
跡
地
に
つ
い
て
は
、
防
衛
省
の
ま

ち
づ
く
り
支
援
事
業
に
お
い
て
、
コ

ミ
ニ
ュ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
公

園
整
備
等
も
予
定
し
て
お
り
、
上
新

田
の
拠
点
と
な
る
よ
う
環
境
整
備
に

努
め
る
。

一
般
質
問

頼
り
に
な
る消

防
団
員
確
保
は

望
ま
れ
る
上
新
田
・
新
田
地

区
の
整
備
に
つ
い
て

環
境
保
全
に
つ
な
が
る
浄
化

槽
維
持
管
理
費
の
補
助
は

国の誠意ある対応を求める

心強い身近なヒーローたち

スマートICの早期完成と
周辺開発に期待
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ス
マ
ホ
で
視
聴

　で
き
ま
す
▼

三
み

浦
うら

 千
ち

尋
ひろ

議員

地
方
創
生
推
進
交
付
金
配
分

計
画
及
び
本
町
の
状
況
は

新
交
付
金
に
つ
い
て
、
当

初
予
算
に
計
上
し
て
い
る

町 長

 

問  

事
業
継
続
の
息
の
長
い
推
進
の

為
に
も
、
町
村
会
と
し
て
の
行
動
が

必
要
だ
が
町
長
の
見
解
を
伺
う
。 

 

町
長  

地
方
６
団
体
と
し
て
行
動
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
「
稼
ぐ
、
創

る
、
賑
わ
う
」
の
３
カ
年
、
そ
し
て

「
関
係
人
口
、
交
流
人
口
拡
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
３
カ
年
事
業
実

施
。
今
後
「
地
域
産
業
の
魅
力
化
と

新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
事
業
」
の
３
カ
年

を
申
請
。
採
択
は
３
月
末
の
予
定
で

あ
る
。

 

問  

本
町
の
成
長
戦
略
予
算
と
施
策

を
伺
う
。

 

町
長  

子
育
て
支
援
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
、
地
方
創
生
、
Ｄ
Ｘ
等
、
国
や
県

の
施
策
制
度
に
対
し
特
定
財
源
の
確

保
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
・
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
を
推
進
し
、
自
主
財
源

の
確
保
に
努
力
し
て
い
る
。
施
策
と

し
て
、
本
町
の
子
育
て
支
援
は
、
国

の
無
償
化
か
ら
対
象
外
と
さ
れ
た
保

育
料
等
令
和
５
年
４
月
か
ら
無
償
化
。

そ
の
他
学
校
給
食
費
、
高
校
生
ま
で

の
医
療
費
な
ど
五
つ
の
無
償
化
を
国

県
に
先
行
し
て
実
施
し
て
い
る
。

 

問  

女
性
活
躍
の
場
の
確
保
は
重
要
。

女
性
活
躍
推
進
の
町
を
標
榜
す
る
う

え
で
「
え
る
ぼ
し
認
定
」
は
価
値
が

あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
町
内
企
業

の
「
え
る
ぼ
し
認
定
」
の
取
得
状
況

を
伺
う
。

 

町
長  

県
内
に
９
事
業
者
あ
る
が
、

町
内
事
業
者
は
無
い
。

 

問  

新
ハ
ラ
ー
ル
対
象
牛
肉
消
費
量

増
は
産
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
の

大
き
な
転
機
。
行
政
・
政
治
的
な
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
は
欠
か
せ
な
い
。
県

は
中
東
・
東
南
ア
ジ
ア
へ
と
官
民
挙

げ
て
仕
掛
け
の
努
力
中
で
、
Ｓ
Ｅ
ミ

ー
ト
は
民
間
と
は
い
え
伴
走
す
る
姿

勢
を
確
認
し
た
。
国
県
と
と
も
に
協

力
が
必
要
と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

 

町
長  

新
た
な
販
路
拡
大
、
畜
産
業

発
展
に
寄
与
す
る
と
期
待
。
前
向
き

に
取
り
組
む
。

 

問  

上
新
田
小
学
校
跡
地
利
活
用
の

そ
の
後
の
進
捗
を
伺
う
。

 

町
長  

上
新
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
設
置
の
計
画
を
策
定
中
。
予
定

地
周
辺
に
は
公
園
整
備
も
計
画
。
令

和
10
年
度
か
ら
事
業
開
始
予
定
。
校

庭
跡
地
に
は
興
味
を
示
し
て
い
る
事

業
者
と
の
協
議
を
進
め
る
。

 

問  

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
の
開
発
動
向
を
伺
う
。

 

町
長  

現
在
数
社
か
ら
の
出
店
協
議

を
受
け
て
い
る
が
確
定
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
積
極
的
な
誘
致
活
動
や
土

地
利
用
の
提
案
を
行
い
、
地
域
の
発

展
に
寄
与
し
て
参
り
た
い
。

ハ
ラ
ー
ル
宮
崎
和
牛
肉
輸
出

推
進
に
つ
い
て

上
新
田
地
域
活
性
化
に
つ
い

て

成
長
戦
略
に
つ
い
て

女
性
活
躍
推
進
対
策
を
伺
う 一

般
質
問

女性活躍推進事業所の証

地域経済の活性化に期待

イスラム圏での
市場拡大
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町
民
に
及
ぶ
影
響
と
、
町
財
政
に
及

ぼ
す
影
響
は
。

 

町
長  

基
準
額
の
引
き
上
げ
は
、
町

民
に
対
し
て
は
税
負
担
の
軽
減
に
つ

な
が
る
が
、
町
財
政
に
は
一
般
財
源

の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
。
社
会
保
険

関
連
で
は
、
被
保
険
者
や
税
収
の
減

少
に
よ
り
国
保
運
営
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
。
制
度
改
正
に
つ
い
て
国

が
協
議
継
続
中
で
あ
る
た
め
、
そ
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

 

問  

企
業
団
の
経
営
統
合
に
つ
い
て

現
在
の
進
捗
は
。

 

町
長  

令
和
８
年
度
経
営
統
合
に
向

け
て
、
具
体
的
な
調
整
を
行
っ
て
い

る
。

 

問  

整
備
拠
点
の
誘
致
に
関
す
る
現

在
の
動
き
は
。

 

町
長  

様
々
な
課
題
等
を
ク
リ
ア
に

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。
引
き
続

き
実
現
性
を
考
慮
し
研
究
し
て
い
く
。

 

問  

防
災
に
関
す
る
今
年
度
の
実
績

（
成
果
）
と
課
題
は
。

 

町
長  

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報

発
表
や
台
風
、
大
雨
対
策
な
ど
事
前

に
準
備
し
て
い
た
こ
と
で
適
切
に
対

応
で
き
た
。
ま
た
、
防
災
フ
ェ
ス
タ

を
開
催
す
る
な
ど
町
民
の
防
災
意
識

の
啓
発
に
努
め
た
。

 

問  

防
災
に
関
す
る
次
年
度
の
計
画

は
。

 

町
長  

継
続
的
に
町
民
の
防
災
意
識

の
啓
発
に
努
め
、
町
民
が
気
楽
に
参

加
で
き
る
訓
練
等
を
計
画
す
る
。
地

域
防
災
計
画
等
の
関
連
計
画
は
随
時

見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。

 

問  

１
０
３
万
円
の
壁
や
１
３
０
万

円
の
壁
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
場
合
の

防
災
、
危
機
管
理
に
つ
い
て

水
道
事
業
に
つ
い
て

一
般
質
問

一ツ瀬川営農飲雑用水広域水
道企業団との経営統合

F35B着陸形体

揖
い

斐
び

 兼
かね

久
ひさ

議員

国
に
対
す
る
要
望
活
動
に
つ

い
てこ

れ
ま
で
の
要
望
活
動
を

継
続
す
る

町 長

 

問  

次
年
度
の
防
衛
省
等
に
対
す
る

要
望
活
動
の
焦
点
は
。

 

町
長  

騒
音
区
域
の
見
直
し
、
騒
音

対
策
、
安
心
・
安
全
対
策
、
周
辺
自

治
体
の
活
性
化
対
策
を
強
く
要
望
す

る
ほ
か
、
再
編
関
連
訓
練
移
転
等
交

付
金
の
継
続
ま
た
は
新
た
な
制
度
に

つ
い
て
要
望
す
る
。

 

問  

要
望
活
動
の
成
果
及
び
防
音
工

事
の
実
績
は
。

 

町
長  

防
衛
関
連
の
３
つ
の
交
付
金

合
わ
せ
て
約
９
億
２
千
万
円
と
過
去

最
高
と
な
っ
た
。
防
音
工
事
の
実
績

は
こ
れ
ま
で
に
80
世
帯
が
完
了
。
30

世
帯
が
完
了
見
込
み
、
30
世
帯
が
着

手
予
定
。

 

問  

Ｆ
35
Ｂ
の
訓
練
に
係
る
事
項
の

問
題
点
は
。

 

町
長  

訓
練
の
方
針
変
更
は
環
境
問

題
と
し
て
と
ら
え
、
最
重
要
課
題
と

位
置
付
け
て
い
る
。
防
衛
省
に
対
し

て
確
固
た
る
信
念
を
持
っ
て
強
く
交

渉
す
る
と
と
も
に
丁
寧
な
説
明
を
求

め
て
い
く
。

 

問  

住
民
へ
の
説
明
の
前
に
、
実
際

に
垂
直
着
陸
を
実
施
し
て
も
ら
い
、

ど
の
ぐ
ら
い
の
影
響
が
あ
る
か
を
検

証
し
た
ら
ど
う
か
。

 

町
長  

関
係
者
で
岩
国
基
地
へ
出
向

き
調
査
す
る
こ
と
も
含
め
て
、
調
整

し
た
い
。

国
の
政
策
が
及
ぼ
す
町
民
の
利
点
、

財
政
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
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一
般
質
問

松
まつ

浦
うら

 美
み

緒
お

議員

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー

ド
の
導
入
は

７
月
の
参
議
院
議
員
選
挙

か
ら
導
入
予
定

選 管

 

問  

投
票
率
向
上
の
取
組
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
導
入
予

定
だ
が
そ
の
内
容
を
伺
う
。

 

選
管  

投
票
に
来
ら
れ
た
方
か
ら
の

よ
く
あ
る
質
問
や
依
頼
を
イ
ラ
ス
ト

で
ま
と
め
た
も
の
で
、
文
字
や
話
し

言
葉
が
難
し
い
方
で
あ
っ
て
も
、
指

差
し
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。
例
え
ば

「
入
場
券
が
あ
り
ま
せ
ん
」
「
字
が

書
け
ま
せ
ん
」
「
書
き
間
違
え
ま
し

た
」
な
ど
の
意
思
を
伝
え
る
た
め
に

活
用
す
る
も
の
。

 

問  

不
在
者
投
票
の
手
続
き
簡
素
化

と
し
て
国
が
運
営
す
る
「
ぴ
っ
た
り

サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

が
で
き
る
電
子
申
請
手
続
き
が
あ
る

が
導
入
の
考
え
は
な
い
か
。

 

選
管  

次
の
参
議
院
議
員
選
挙
か
ら

実
施
で
き
る
よ
う
準
備
す
る
。

 

問  

町
独
自
の
投
票
率
向
上
の
取
組

は
。

 

選
管  

毎
年
の
区
長
会
に
お
い
て
、

地
区
ご
と
の
投
票
率
を
示
し
地
区
民

へ
投
票
の
呼
び
か
け
を
お
願
い
し
て

い
る
。
ま
た
、
投
票
所
に
親
子
で
来

ら
れ
た
方
に
、
職
員
や
立
会
人
の
方

か
ら
子
供
た
ち
に
お
菓
子
を
あ
げ
る

光
景
も
見
ら
れ
る
。
子
供
た
ち
が
将

来
有
権
者
に
な
っ
た
時
の
記
憶
に
残

っ
て
投
票
に
繋
が
れ
ば
と
思
う
。

 

問  

主
権
者
教
育
に
お
け
る
新
し
い

取
り
組
み
を
伺
う
。

 

選
管  

来
年
度
は
「
選
挙
管
理
委
員

会
に
よ
る
主
権
者
教
育
に
係
る
出
前

授
業
」
を
計
画
し
て
い
る
。
年
一
回

小
学
６
年
生
・
中
学
２
年
生
を
対
象

と
し
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応

じ
た
内
容
を
調
整
中
で
あ
る
。

 

問  

有
資
格
者
１
１
３
名
に
対
す
る

町
独
自
の
研
修
を
行
な
う
考
え
は
な

い
か
。

 
町
長  

ま
ず
は
防
災
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
新
規
取

得
者
の
意
識
調
査
や
町
内
防
災
士
の

技
能
向
上
と
意
思
疎
通
を
図
る
た
め

の
研
修
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
等
に

つ
い
て
今
後
検
討
し
て
い
く
。

 

問  

現
状
を
伺
う
。

 

町
長  

竹
林
面
積
は
お
よ
そ
60
㏊
程

度
と
推
測
さ
れ
る
。
森
林
環
境
譲
与

税
を
財
源
と
し
た
里
山
再
生
支
援
事

業
に
よ
り
所
有
者
の
方
の
申
請
に
基

づ
い
て
放
置
竹
林
伐
採
に
対
し
て
事

業
費
の
三
分
の
一
を
補
助
す
る
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
孟
宗
竹

の
放
置
竹
林
を
伐
採
し
て
飼
料
や
肥

料
を
製
造
し
て
い
る
町
の
誘
致
企
業

も
あ
る
の
で
大
い
に
活
用
し
て
も
ら

い
た
い
。

 

問  

今
後
の
取
組
は
。

 

町
長  

所
有
者
へ
適
正
な
管
理
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
補
助
事
業
の

周
知
及
び
利
活
用
を
図
り
誘
致
企
業

と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
放
置
竹
林

対
策
に
努
め
る
。

防
災
士
資
格
取
得
に
つ
い
て

放
置
竹
林
対
策
に
つ
い
て

選挙を身近に感じる取り組みを

資源として生まれ変わる

利便性向上で投票
率アップ
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構
築
し
な
が
ら
本
町
の
魅
力
を
世
界

的
に
発
信
し
、
持
続
可
能
な
地
域
活

性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

 

問  

防
災
訓
練
の
内
容
と
評
価
は
。  

 

選
管  

南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
大
規

模
災
害
が
発
生
し
た
際
の
訓
練
と
し

て
、
各
防
災
関
係
機
関
と
昨
年
11
月

に
防
災
訓
練
を
実
施
し
た
。
各
防
災

小
こ

山
やま

 早
さ

苗
なえ

議員

台
湾
交
流
事
業
に
つ
い
て

持
続
可
能
な
地
域
活
性
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

町 長

 

問  

事
業
の
概
要
は
。

 

町
長  

昨
年
３
月
に
台
北
市
萬
華
区

と
友
好
交
流
協
定
を
締
結
。
今
年
度

は
12
月
に
中
学
生
派
遣
と
新
富
町
物

産
フ
ェ
ア
を
行
い
、
２
月
に
ヴ
ィ
ア

マ
テ
ラ
ス
宮
崎
の
選
手
の
ス
ポ
ー
ツ

交
流
事
業
を
台
湾
で
実
施
し
た
。

 

問  

事
業
の
効
果
は
。

 

町
長  

国
際
交
流
を
図
る
こ
と
に
よ

り
様
々
な
知
識
や
視
野
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
、
今
後
の
本
町
に
お
け
る

教
育
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
振
興

の
促
進
を
図
る
う
え
で
第
一
歩
と
な

っ
た
と
考
え
る
。

 

問  

今
後
の
展
開
は
。

 

町
長  

今
後
も
子
供
た
ち
や
ス
ポ
ー

ツ
、
地
元
産
品
の
物
流
を
通
じ
た
永

続
的
な
相
互
交
流
が
で
き
る
体
制
を

関
係
機
関
と
の
連
携
要
領
の
確
認
や

住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
う

え
で
大
変
有
意
義
な
機
会
で
あ
っ
た

と
考
え
る
。

 

問  

災
害
対
策
は
。

 

町
長  

災
害
ご
と
の
被
害
想
定
に
基

づ
き
、
必
要
な
避
難
所
や
非
常
食
を

含
む
資
機
材
等
の
整
備
を
段
階
的
に

実
施
す
る
と
と
も
に
、
迅
速
的
確
な

対
応
を
行
う
た
め
の
体
制
整
備
や
各

地
区
の
自
主
防
災
組
織
等
を
中
核
と

す
る
「
共
助
力
」
の
向
上
に
関
す
る

体
制
の
整
備
に
努
め
て
い
る
。

 

問  

農
林
水
産
業
の
事
業
承
継
の
実

態
は
。

 

町
長  

農
林
水
産
業
の
事
業
承
継
は

町
、
県
、
及
び
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
な
ど

関
係
機
関
と
連
携
し
て
新
規
就
農
者

等
へ
施
設
の
斡
旋
や
事
業
承
継
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
園
芸
農
家

の
施
設
承
継
は
昨
年
度
３
件
、
今
年

度
３
件
、
畜
産
農
家
の
事
業
承
継
は
、

今
年
度
は
１
件
の
実
績
が
あ
っ
た
。 

 

問  

商
工
業
の
事
業
承
継
の
実
態
は
。

 

町
長  

商
工
業
で
は
商
工
会
、
宮
崎

県
事
業
承
継
・
引
き
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
専
門
機
関
を
通
じ
て
事
業

実
態
の
把
握
や
具
体
的
な
課
題
を
抽

出
し
事
業
承
継
に
関
す
る
様
々
な
支

援
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
は

８
社
の
相
談
を
受
け
、
３
件
の
実
績

が
あ
っ
た
。
今
後
も
重
要
課
題
と
捉

え
、
更
な
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
。

一
般
質
問

相互交流で活性化を

未来に繋ぐ事業のバトン

日頃からの準備と助け合いで命
を繋ぐ

災
害
に
備
え
た
対
策
に
つ
い

て

本
町
の
事
業
承
継
の
実
態
に

つ
い
て
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令和６年度一般会計予算を可決
一般会計予算、特別会計

既定の総額から1億2,180万2千円を減額 総額150億3,015万3千円
一般会計補正予算（第10回）

既定の予算の総額に4,934万円を増額 22億2,424万4千円
国民健康保険特別会計補正予算（第４回） ※交付額決定等による調整

※事業費確定に伴う調整

規定の予算の総額に167万1千円を増額 ４億8,944万6千円
後期高齢者医療特別会計予算（第3回）　 ※広域連合通知に基づく調整

既定の予算の総額から473万7千円を減額 1,566万円
介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第3回） ※事業費確定に伴う調整

既定の予算の総額から3,163万円を減額 １8億1,166万5千円
介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第４回） ※交付額決定等による調整

総務産業常任委員会
　議案第２号「令和６年度新富町一般会計補正予
算」では、歳入歳出をそれぞれ1億2,180万2千
円増額し、総額を150億3,015万3千円としまし
た。歳出は事業費の増減調整や基金積立金、農業
支援、商業活性化事業を計上。歳入には町税、交
付税、寄付金等を調整。繰越明許費補正は物価高
騰対応事業ほか16件を翌年度に繰り越し、債務

負担行為補正は家畜疾病経営維持資金等の利子補
給補助金を定めました。地方債補正は災害復旧事
業等を追加。議案第６号「土地取得特別会計補正
予算」は歳入歳出を55万7千円減額し、繰越金を
増額。両議案とも適切と認め全会で一致で可決し
た。

文教厚生常任委員会
　令和6年度新富町特別会計補正予算について、
国民健康保険特別会計補正予算は、歳入歳出をそ
れぞれ4,934万円増額し、予算総額を22億
2,424万4千円に変更。県支出金及び繰入金の増
減調整のほか、前年度繰越金を計上。介護保険特
別会計（保険事業勘定）補正予算は、歳入歳出を
それぞれ3,163万円減額補正。国・県支出金や支
払基金交付金の交付額決定に伴う増減調整のほか、

繰入金を減額。介護保険特別会計（介護サービス
事業勘定）補正予算は、歳入歳出をそれぞれ473
万7千円の減額。共済費及び人材派遣委託料を減
額し、繰入金を調整。後期高齢者医療特別会計の
歳入歳出をそれぞれ167万1千円増額。納付金等
の増額に伴う保険料の増減調整ほか、受託事業収
入及び繰入金を減額。いずれも健全と認め、全会
一致で原案通り可決した。

定
例
会
報
告
②

３月定例会報告②
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令和7年新富町議会1月臨時会報告

既定の総額から4億8,663万8千円を増額 総額151億5,195万5千円
一般会計補正予算（第９回）

湧水の追加対策による既存請負額の増加で158万5,793円を増額

各種変更に伴う請負額の増加で498万4,902円を増額

6,659万5,793円で締結

2億4,940万4,902円で締結

○大和ため池掘削工事請負変更契約の締結について

○新富町農畜産物直売所外構工事請負変更契約の締結について

・新富町公衆無線ＬＡＮ運営基金条例
・新富町文化施設維持管理基金条例
・人事院勧告に伴う関係条例の整理に関する条例
・刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
・新富町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
・�新富町いこいの広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
・�新富町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者

の資格基準に関する条例の一部を改正する条例
・�新富町新型コロナウイルス感染症対策応援基金条例を廃止する条例
・�新富町有線ラジオ放送施設の設置及び管理に関する条例を廃止する条例

発議第1号　新富町議会委員会条例の一部を改正する条例
発議第2号　新富町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例
発議第3号　新富町議会会議規則の一部を改正する規則

変更後の契約を

変更後の契約を

※ふるさと納税寄付金増収見込みに伴う調整

定
例
会
報
告
②

専決処分の報告（2 件）

条例制定・ 改正 ・ 廃止（９件）

令和 7 年新富町議会

議員発議 （令和7年３月19日発議第１～ 3号）



12新富町議会だより

令和7年1月臨時会　議案等の審議結果

令和7年３月定例会　議案等の審議結果

番　号 件　名 結　果
議案第　１号 令和6年度新富町一般会計補正予算 可決 全員
承認第　１号 専決処分の承認を求めることについて（令和6年度新富町一般会計補正予算） 承認 全員

番　号 件　名 結　果

議案第　２号 令和6年度新富町一般会計補正予算 可決 全員

議案第　３号 令和6年度新富町国民健康保険特別会計補正予算 可決 全員

議案第　４号 令和6年度新富町介護保険特別会計(保険事業勘定)補正予算 可決 全員

議案第　５号 令和6年度新富町後期高齢者医療特別会計補正予算 可決 全員

議案第　６号 令和6年度新富町土地取得特別会計補正予算 可決 全員

議案第　７号 令和6年度新富町介護保険特別会計(介護サービス事業勘定)補正予算 可決 全員

議案第　８号 令和7年度新富町一般会計予算 可決 全員

議案第　９号 令和7年度新富町国民健康保険特別会計予算 可決 全員

議案第１０号 令和7年度新富町介護保険特別会計(保険事業勘定)予算 可決 全員

議案第１１号 令和7年度新富町後期高齢者医療特別会計予算 可決 全員

議案第１２号 令和7年度西都児湯情報公開・個人情報保護審査会特別会計予算 可決 全員

議案第１３号 令和7年度新富町土地取得特別会計予算 可決 全員

議案第１４号 令和7年度新富町介護保険特別会計(介護サービス事業勘定)予算 可決 全員

議案第１５号 令和7年度新富町水道事業会計予算 可決 全員

議案第１６号 新富町公衆無線LAN運営基金条例 可決 全員

議案第１７号 新富町文化施設維持管理基金条例 可決 全員

議案第１８号 人事院勧告に伴う関係条例の整理に関する条例 可決 全員

議案第１９号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 可決 全員

議案第２０号 新富町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第２１号 新富町いこいの広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第２２号 新富町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資
格基準に関する条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第２３号 新富町新型コロナウイルス感染症対策応援基金条例を廃止する条例 可決 全員

議案第２４号 新富町有線ラジオ放送施設の設置及び管理に関する条例を廃止する条例 可決 全員

報告第　１号 専決処分の報告について (令和6年度防衛施設周辺障害防止事業 大和ため池掘削工
事請負変更契約の締結について) - -

報告第　２号 専決処分の報告について (令和6年度農山漁村振興交付金 新富町農畜産物直売所外
構工事請負変更契約の締結について)  - -

議
案
審
議
結
果
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議会傍聴者アンケート（令和6年総数21件）

　議会傍聴アンケートによる感想として、「知らないこ
とや執行部の考えが聞けてよかった」「広報だけでは知
り得ない詳細な情報が得られた。」「議会を身近に感じ
ることができ自身の啓発にもなった。」「熱意や熱心さ

が伝わり、もっと多くの町民の方々に足を運んでもらい
たいと感じた。」「町民の声を議員が代弁し、町政に活
かされていくことを感じることができた。」などの声が
寄せられた。

　議会だよりに関しての評価は概ね良好ではあり、読ま
ない・あまり読まないと答えた方が去年の36％から、
無回答を含めて29％と改善。読みやすさに関しては無
回答を除くと概ね読みやすいと評価。傍聴者に限定した

結果であるため、議会だよりに関する評価は別の方法で
アンケートを実施し、多くの町民の意見を拾い上げてい
く必要がある。

傍聴頻度

初めて
48％
初めて
48％

２回目
19％
２回目
19％

時々
24％
時々
24％

よく行く
9％

よく行く
9％

議会だよりを読みますか

時々読む
33％
時々読む
33％

読まない
5％

読まない
5％

無回答
10％
無回答
10％

あまり読まない
14％

あまり読まない
14％

毎回読む
38％
毎回読む
38％

地　域

富田
48％
富田
48％

上新田
0％
上新田
0％新田

9％
新田
9％

無回答
43％
無回答
43％

議会のどんな情報を知りたいか
※複数回答※複数回答

議案
17％
議案
17％

委員会の活動
17％

委員会の活動
17％

定例会の日程
17％

定例会の日程
17％

議案の賛否
20％

議案の賛否
20％

一般質問
39％
一般質問
39％

傍聴目的・理由
※複数回答※複数回答

議会・町政に
関心がある
52％

議会・町政に
関心がある
52％

議案・質問に関心がある
9％
議案・質問に関心がある
9％

団体・知人に
誘われた　0％
団体・知人に
誘われた　0％

議員に誘われた
0％
議員に誘われた
0％

その他
29％
その他
29％

未回答
10％
未回答
10％

読みやすさは

まあ読みやすい
33％

まあ読みやすい
33％

少し読みにくい
0％

少し読みにくい
0％

読みにくい
0％

読みにくい
0％

無回答
19％
無回答
19％

読みやすい
48％

読みやすい
48％

議
会
傍
聴
ア
ン
ケ
ー
ト

ま　と　め
　令和6年のアンケート回答者が、昨年より減少してい
るが、6月定例会から始めたYouTube配信による、傍
聴者の総数の減少も要因の一つと考える。しかしなが
ら、3月現在のチャンネル登録者は23名、最高視聴回数
が217回と、広く認知されていない状態である。今後

は、YouTube配信の周知にも取り組み、多くの町民が
議会に興味を持っていただけるように努める。
　傍聴アンケートにご協力いただきありがとうございま
した。皆様からのご意見、ご要望に応えらるように議員
一同、刻苦勉励に努めていく所存です。

≪現地調査≫　一ツ瀬川営農飲雑用水広域水道企業団≪現地調査≫　一ツ瀬川営農飲雑用水広域水道企業団
　将来にわたり安定的な
サービス提供と持続可能
な事業経営のため令和8
年度経営統合に向け調整
を進める。

串木取水井：滅菌処理後、各戸に給水される
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議
員
と
語
ろ
う
会

議員と語ろう会を開催

たくさんのご参加ありがとうございました。次回開催時もよろしくお願いします。
※今回いただいたご意見は、各議員が　一般質問等で活用させていただきます。

令和７年３月６日　富田地区限定開催
会場：新富町総合交流センターきらり

〇保育料、給食、医療費などの無償化
〇サッカー場周辺がにぎわってきた
〇図書館が利用しやすい
〇チャレンジショップがよい
〇学校の冷暖房完備、エレベーター設置
〇芝生の公園がいたるところにある
〇宮崎市、空港が近い
〇ほどよい田舎感がよい
〇コンビニが多くなった
〇病院が増えてきた
〇温泉の泉質がよい
〇ヴィアマテラス宮崎の選手が身近にいる
などなど・・・。

Q2　新富町のよいところは？
※全部で46件のご意見をいただきました。
　一部ご紹介します。

第１位 まちづくり関連　30件
第２位 生活全般、地区（自治会）　21件
第３位 道路、河川、交通関連　20件
第４位 飲食店、買い物関連　17件
第５位 自衛隊、防音工事関連　６件
第６位 防犯、防災関連　４件
第７位 学校、部活動関連　３件
その他 ６件

全部で107件のご意見をいただきました。

Q1　住民として気になることは？
（課題や問題点、要望など）



15 新富町議会だより

議
員
と
語
ろ
う
会

議員と語ろう会を開催

たくさんのご参加ありがとうございました。次回開催時もよろしくお願いします。
※今回いただいたご意見は、各議員が　一般質問等で活用させていただきます。

サッカーで賑わってきたけど宿泊施設
がもっと増えたらいいのにね

ゴミ出しのルールを守
らない人が結構いるよ

屋内で遊べるような施
設をつくってほしいな

飲食チェーン店が来て
くれないかな

若者が帰ってくるように
企業誘致して働ける場所
が増えるといいと思う

保育料、医療費、給食など子育て支援
がうれしいです

人口が増えて高齢者も若
い人たちも住みやすい町
になってほしい



PICK
UP 式典の裏側

　
３
月
に
九
州
以
北
で
は
初
と

な
る
真
夏
日
を
記
録
す
る
な
ど
、

毎
年
の
よ
う
に
記
録
的
な
○
○

と
い
う
気
象
情
報
を
耳
に
し
ま

す
。
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

の
発
生
確
率
も
引
き
上
げ
ら
れ
、

防
災
に
対
す
る
準
備
と
意
識
改

革
が
急
が
れ
ま
す
。
大
規
模
災

害
で
は
公
的
機
関
の
救
助
隊
に

よ
る
救
出
は
僅
か
２
％
程
度
で
、

ほ
と
ん
ど
が
自
力
・
家
族
・
隣

人
の
力
に
よ
る
と
の
調
査
結
果

が
あ
り
ま
す
。

　
春
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の
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て
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し
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お
さ
む

議
会
広
報
特
別
委
員
会

連
絡
先　
議
会
事
務
局

☎
３
３-

６
１
３
９

委
員
長

副
委
員
長

委

員

羽
田
野　
治

小
山　
早
苗

今
村　
行
信

松
浦　
美
緒

石
㟢　
俊
二

揖
斐　
兼
久

あ
と
が
き

卒業式までには元気に咲いて、卒業式までには元気に咲いて、
子どもたちを見届けてくれよ。子どもたちを見届けてくれよ。
卒業生のみんな！卒業生のみんな！
中学校でも待ってるから、立派中学校でも待ってるから、立派
な制服姿を見せてね。な制服姿を見せてね。

宮
崎
県
新
富
町
議
会
だ
よ
り

■
発
行
責
任
者
／
新
富
町
議
会
議
長　
阿
萬
誠
郎　
　
　
　
　
　
　
■
印
刷
／
ふ
く
し
げ
印
刷

いよいよ明日はいよいよ明日は
卒業式！卒業式！
みんなで6年生みんなで6年生
の門出をお祝いの門出をお祝い
するよ。するよ。


